
 ８産業経済 

 １就業人口 

 

現状 

 今後も、出生率の低下により、生産年齢人口は、減少するといわれており、

当地域の生産年齢人口も減少傾向にあるが、就業者人口は、２１３２人の増

加となっているが、これは、女性の就業意欲の増大等によるものと思われる。 

 産業別就業者人口では、別子山村では、依然として第１次産業の就業割合

が、１５％程度を占めるものの、全体としては、第３次産業に就業するもの

の割合が、６０％近くに達しており、今後この傾向はさらに強まるものと思

われる。 

課題 

 若年労働者の地元定着化の方策 

 高齢者の生きがい対策を含めた働く場所の確保 

 女性の職場進出への促進助成 

効果 

 市域内での就業機会の確保により、特に別子山村からの就業者の流出を抑



制すると共に、高齢者向けの就業対策を図る。 

 ２流入流出人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状 

 新居浜市においては、流入、流出人口のいずれも増加傾向にあるが、流出

人口の通学者については、少子化等の影響で減少している。 

 別子山村については、流出人口が大幅に増加する一方、流入人口は減少し

ており、過疎化がいっそう進んでいる状況である。 

課題 

 合併による市街地域への流出で、別子山地域のいっそうの過疎化が進まな

いよう、行政施策が必要となる。 

効果 

 別子山村の地域資源の創出により、就業機会の確保を図り、流出人口を抑

制すると共に、青少年の教育施策としての、山村留学制度等の活用により、

当地域への人口流入を図る。 

 



 ３農業振興地域等 

現状 

（農業振興地域） 

 新居浜市は、現在、７，９７８ｈａの農業振興地域があり、農業振興地域

整備計画により、２０１ｈａの農用地区域が設定されているが、別子山村に

ついては指定地域がない。 

（保安林） 

保安林は、水源涵養、自然環境保全等重要な役割をはたしている。しかしな

がら、材価の低迷、高齢化等から放置林が増加し、保安機能が十分発揮でき

ない状況となってきている。 

（漁港区域） 

新居浜市には３漁港、３ｈａの漁港区域があるが、別子山村には漁港区域が



ない。 

課題 

 農業振興地域等について、別子山村の地域を新居浜地域に編入するかどう

か検討が必要となる。また、関連する諸計画（地域農業マスタープラン、経

営基盤強化促進基本構想等）についても同様に検討する必要がある。 

 

 ４農業 

 

 

 

 

現状 

 高齢化、後継者不足等により農業を取り巻く環境は厳しくなってきており、

また、遊休農地も増えてきている。水稲が中心で、小規模零細農業が主力で

あり、一部施設園芸を中心に少数ながら専業農家がある。 

 別子山村は、自給的栽培が大半で、余剰分を販売している程度である。 

就業者数については、新居浜市の場合、ほとんど横ばいの状態であるが、別

子山村の場合は減少傾向にある。 

 協同組合は、新居浜市の場合、市域と同じ新居浜市農協であり、別子山村

は広域農協であるうま農協に加入している。普及センターについては、新居

浜市は西条中央地域、別子山村は伊予三島地域である。 

課題 

 別子山村は、うま農業協同組合に加入しているため、新居浜市農業協同組

合に加入するかどうかについて、事務的な検討協議が必要となる。 

 別子山村には、農業振興地域整備計画、地域農業マスタープラン、農業経

営基盤強化促進基本構想等の主要な振興計画がないため、検討する必要があ

る。また、普及活動についても地域の違いがあり、統一した指導は難しい状

況である。 



 ５林業 

現状 

 森林については、水資源の確保、自然環境保全等の役割は大きいものがあ

るが、外材による材価の低迷、後継者不足等により、将来展望は厳しいもの

がある。そのため、間伐等が適正に行われていない森林、境界が不明な森林

あるいは放置林が増えてきている。 

 新居浜市、別子山村とも６割近くが人工林である。 

課題 

 新居浜市から見た場合、合併後の森林面積は１．７倍となり、事業量がか

なり増大すると予想される。また、将来的には別子山村での林業からの離職

者が増えてくると予想され、放置林対策が必要となってくる。 

 村有林への対応と木材センター及び森林組合の今後の事業展開について検

討が必要となる。 

効果 

 一層の水資源の確保、自然環境保全ができる。  

 

 ６漁業 

 

 

 

 

 

 



現状 

 市内５漁業協同組合により、海面漁業を営んでいるが、漁獲量の減少、魚

価の低迷、従事者の高齢化、後継者不足等により、将来展望は厳しいものが

ある。 

 別子山村の場合は、川魚の養殖が行われている。 

課題 

 新居浜市内の５漁協については、経営基盤強化のため、漁協合併を推進し

ていく必要がある。また、水産資源の維持のため、資源管理型漁業を展開す

る必要がある。 

 別子山村では「ひめのうお」の養殖がされているが、ブランドの確立がで

きておらず、実施主体も個人養殖になっているため、産業としての自立に限

界がある。 

 

 ７商業 

 

現状 



 商店街の衰退が懸念されており、商店街と行政との連携による様々な振興

策を講じているが、大型店の出店等により消費者の新たな流れが生じるため、

大型店にない魅力あるまちづくりが必要である。 

 別子山村の場合は、日用品を取り扱っている個人商店である。 

 

 ８工業 

 

現状 

 大手企業においては、グローバル化の進展に伴い、海外との競争等により

従業者数、出荷額等について減少傾向にある。 

 中小製造業においても、経営基盤の弱さがみられることから、経営の近代

化、技術水準の向上等の体質改善を促し、付加価値が高く、社会経済の変化

に対応した工業の振興を図る必要がある。 

 別子山村の場合は、地場の木工製材が１事業のみある。 

 

 ９観光 

 

 

 

 

 

現状 

 豊かな自然に恵まれるとともに、貴重な近代化産業遺産群が各所に点在し



ているが、保存・整備が十分ではなく、また、観光ルートとしては確立され

ていない。 

 また、太鼓祭りは、新居浜市の主要な観光資源であるが、あり方について

議論がある。 

課題 

 各所に点在する近代化産業遺産については管理者との協議をふまえ、観光

資源としても保存・整備する必要がある。 

 また、既存観光施設の管理運営について検討する必要がある。 

 

効果 

 新居浜市と別子山村との近代化産業遺産を保存・整備することにより、計

画的な近代化産業遺産観光ルートが整備出来る可能性がある。 

 また、既存宿泊施設の利用により、滞在型観光の増加が見込まれる。 

 

１０経済関連の公共的団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現状 

 新居浜市の場合、森林組合は西条市と既に合併しているが、経営基盤が脆

弱なため、厳しい状況にある。また、漁業協同組合については、合併に向け

て事務協議中である。 

 別子山村の場合、森林組合は森林事業以外に電気事業を実施しているが、

農協、漁組、商工会議所はない。 

課題 

 新居森林組合と別子山村森林組合との合併に向けた検討、協議が必要であ

る。 

 

効果 
 森林組合については、コスト低減、担い手確保等、経営の体質強化が図れる。 


